
関
谷　

処
理
水
や
風
評
被
害
な
ど
原
発

事
故
の
問
題
の
中
で
も
、除
去
土
壌
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。中
間
貯
蔵
開
始

か
ら
30
年
以
内
で
の
県
外
処
分
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
と
知
っ
て
い
る
の
は
、福

島
県
内
で
５
割
、県
外
で
2
割
と
非
常
に

少
な
い
。ま
ず
は
こ
こ
を
知
って
も
ら
い
、議

論
を
進
め
る
こ
と
が
大
前
提
に
な
る
。

岡
田　

私
も
こ
れ
ま
で
除
去
土
壌
の
問

題
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。た
だ
、振
り
返

る
と
、知
ら
な
い
と
い
う
よ
り
、知
ろ
う
と

し
て
い
な
か
っ
た
。話
を
聞
き
、ち
ゃ
ん
と

考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
た
。

遠
藤　

大
熊
町
出
身
の
私
は
除
去
土
壌

に
自
然
と
関
心
が
向
い
た
が
、他
の
地
域

小泉進次郎 環境大臣

東京電力福島第一原発事故後の除染により大量に生じた除去土壌の問題で、解決のカギを握るのが「再生利用」だ。放射能濃度により分別し、
公共工事などに利用して除去土壌を減らすことで、法律で定められた福島県外での最終処分の実現に向けて前進する。9月11日に開かれた２回目
の対話フォーラムでは、小泉環境相や有識者らがオンライン配信に寄せられた質問に答えながら、再生利用の必要性や安全性などを議論した。

「
責
任
福
島
だ
け
に

負
わ
せ
ら
れ
な
い
」

東京電力福島第一原発事故後の除染により大量に生じた除去土壌壌の問題で、解決のカギを握るのが「再生利用」だ。放射能濃度にを握るのが「再生利用」だ。放射能濃度により分別し、
公共工事などに利用して除去土壌を減らすことで、法律で定められた福島県外での最終処分の実現に向けて前進する。9月11日に開かれた２回目の実現に向けて前進する。9月11日に開かれた２回目
の対話フォーラムでは、小泉環境相や有識者らがオンライン配信に寄せられた質問に答えながら、再生利用の必要性や安全性などを議論したした。

「再生利用」が解く
除去土壌の問題

主催：環境省　後援：読売新聞社

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
、放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
が
発
生
し

た
。放
射
性
物
質
が
付
着
し
た
土
を
取
り
除
い
た

り
、表
面
を
洗
浄
し
た
り
す
る
除
染
を
実
施
し
た

結
果
、福
島
県
で
の
時
間
当
た
り
の
放
射
線
量
を

表
す
空
間
線
量
率
は
年
々
減
少
し
、現
在
で
は
海

外
の
主
要
都
市
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
た
。

　

一
方
、福
島
県
大
熊
町
、双
葉
町
に
は
地
元

の
皆
様
の
大
変
重
い
決
断
に
よ
り
、除
染
で
生

じ
た
除
去
土
壌
を
運
び
込
む
中
間
貯
蔵
施
設

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。福
島
の
深
刻
な

環
境
被
害
と
、住
民
の
過
大
な
負
担
を
考
慮

し
、中
間
貯
蔵
開
始
か
ら
30
年
以
内
に
県
外
で

最
終
処
分
す
る
こ
と
は
、法
律
で
国
の
責
務
と

し
て
定
め
ら
れ
た
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
除
去
土
壌
は
、東
京
ド
ー

ム
約
11
杯
分
に
上
る
。最
終
処
分
の
量
を
減
ら

す
た
め
、安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、除
去
土

壌
を
有
効
活
用
す
る
再
生
利
用
を
進
め
た
い
。 

　

飯
舘
村
長
泥
地
区
で
は
、再
生
利
用
の
安
全

性
を
確
認
す
る
た
め
、除
去
土
壌
を
農
地
造
成

に
用
い
た
実
証
事
業
を
行
っ
て
い
る
。20
年
度

に
栽
培
し
た
野
菜
の
放
射
能
濃
度
は
、一
般
食

品
の
基
準
値
よ
り
十
分
に
低
か
っ
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
問
題
を
知
り
、

と
も
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

安
全
性
確
保
が
大
前
提

環
境
省
川
又
孝
太
郎
参
事
官

中間貯蔵施設には、東京
ドーム約11杯分にあたる
1400万立方㍍の除去土
壌が貯蔵される計画

小泉　まずは、除去土壌が流出しない対策を講じ
る。万が一、流出した場合も直ちに危険が生じる
わけではないが、環境省が責任を持って迅速に
対応する。

小泉　福島県の原発で生み出される電力で、私
たちの暮らしは成り立っていた。事故で受けた責
任を最後まで福島県だけに負わせるわけにはい
かない。生じるコストは情報開示することが大事
だ。
遠藤 別の地に持っていくことで、不利益を被
る人が出てはいけない。一方で、地元は30年間
の約束で中間貯蔵施設を受け入れたので、しっ
かりとそれは守っていただきたい。
岡田　日本人として、本当に福島の人の問題で
終わらせてはいけない。

小泉　１㌔あたり100 以下とした原子炉等規制法に基づくクリ
アランス基準は、原発の解体などで発生するコンクリートや金属な
どに自由な流通を認めるもの。同8000 以下とした除去土壌の
再生利用は、公的な主体が関与し、モニタリングが行われるなど、前
提が異なる。
高村　再生利用した後も、周辺の放射線量や施設を利用する人の
被ばく線量などを継続的にモニタリングし、安全性を担保していく。

小泉　2024年度までに、（除去土壌の容積を減らす）減容や再
生利用がどれだけ進むかの見込みを立てて、最終処分場の面積
や構造などを検討していく。再生利用が進めば、最終処分場は小
さくできる。

遠藤　原発の近隣に行き、見ることが良い体験になる。
浅野　学校で学ぶ機会があれば、福島だけではなく日本全体の問
題という認識を浸透させられる。ＳＮＳの情報発信も大切になる。

関谷　誰が発信した、あるいは、誰がどういう意見を持っているか
も大事だが、まずはきちんとしたデータの蓄積を見て、自身で判断
する能力を身につけることが重要だ。

政井マヤ氏
フリーアナウンサー（司会）

の
人
が
異
な
る
の
は
当
然
。で
も
、自
分

の
生
活
に
直
接
的
な
関
わ
り
が
な
け
れ

ば
、知
ら
な
く
て
よ
い
の
で
は
な
い
。知
ら

な
い
が
故
に
、誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。

浅
野　

京
都
に
住
ん
で
い
る
が
、震
災
後

の
福
島
に
関
心
を
持
つ
同
世
代
の
友
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。私
は
以
前
、飯
舘

村
長
泥
地
区
で
の
再
生
利
用
の
実
証
事

業
を
見
学
し
た
。現
地
を
見
て
、人
と
触

れ
合
え
ば
、関
心
や
理
解
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

小
泉　

３
人
の
よ
う
な
次
世
代
の
皆
さ

ん
に
、ぜ
ひ
こ
の
問
題
を
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

高
村　
一
度
に
1
0
0
㍉
・　

被
ば
く
す

る
と
、ガ
ン
で
亡
く
な
る
人
は
0
・
5
％

増
え
る
。一
方
で
、1
0
0
㍉
・　

以
下
で

は
、ガ
ン
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
科
学
的

知
見
は
な
い
。再
生
利
用
で
は
、追
加
被

ば
く
線
量
が
年
１
㍉
・　

を
超
え
な
い
よ

う
に
、1
㌔
あ
た
り
8
0
0
0　

以
下

の
除
去
土
壌
を
用
い
、そ
の
上
か
ら
通
常

の
土
で
覆
う
。健
康
リ
ス
ク
は
極
め
て
考

え
に
く
い
。

岡
田　

そ
ん
な
に
微
量
だ
と
数
字
で
分
か

る
と
、安
心
す
る
。

高
村　

放
射
線
は
見
え
な
い
し
、臭
い
も

音
も
し
な
い
が
、比
較
的
測
り
や
す
い
。例

え
ば
、胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
１
回
撮
っ

た
時
の
放
射
線
量
が
0
・
1
㍉
・　

。こ
れ

と
比
べ
て
考
え
れ
ば
、放
射
線
は
ぐ
っ
と

わ
か
り
や
す
く
な
る
。

小
泉　

私
は
大
臣
室
に
再
生
利
用
の
土

を
使
っ
た
鉢
植
え
を
置
き
、来
ら
れ
た
方

に
線
量
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
見
て
も

ら
っ
て
い
る
。小
さ
な
こ
と
だ
が
、こ
う
い

う
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

関
谷　

理
屈
で
は
な
く
、不
安
に
思
う

人
は
い
る
。福
島
産
の
米
で
は
全
量
全

袋
検
査
を
10
年
間
継
続
す
る
こ
と
で
、

理
解
を
広
げ
た
。安
全
だ
と
実
感
し
て

も
ら
う
に
は
、デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
る

必
要
が
あ
る
し
、あ
る
程
度
の
時
間
が

か
か
る
。

対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
狙
い
は
？

京都府立大学 大学院（土壌化学専攻）

浅野育美さん

新潟大学（大熊町出身）

遠藤 瞭さん

除
去
土
壌
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う

健
康
リ
ス
ク
極
め
て
考
え
に
く
い

http://shiteihaiki.env.go.jp/fukushimamirai/sonosaki/

フォーラムの動画ほか、
関連情報はこちらから

環境省HP
「福島、その先の環境へ。」

再生利用後の水害や
土砂災害への対策は？

原子力施設からの廃棄物の基準と、
再生利用の基準はなぜ異なる？

県外の最終処分場はどう決める？

大量のエネルギーとコストを使い、
なぜ県外で最終処分？

原発事故の問題に若い世代が関心を持つには？

正しい情報をどう判断？

こうして行う再生利用
東電

福島第一原発

双葉町

大熊町

高村 昇氏
長崎大学

原爆後障害医療研究所 教授

関谷直也氏
東京大学大学院情報学環

総合防災情報研究センター 准教授

岡田結実氏
女優・タレント

広 告
企画・制作  読売新聞社広告局

　再生利用は、適切に管理できる公共工事などで行うことを想定し、作業する人
や周辺住民が被ばくする放射線量が年1㍉・ を超えないようにする。日本人

が自然環境から受ける放射線量（年2.1㍉・ ）の半分以下の水準だ。
　中間貯蔵施設に運ぶ除去土壌のうち、約4分の3を占め
る放射能濃度が1㌔あたり8000 以下のものが再生
利用可能。大型土のう袋に入った除去土壌の放射能
濃度を測り、基準値以下の袋を開封。土壌から金属や
草木などの異物を取り除いたり、塊をほぐしたりして、
造成工事用の資材にする。使用の際は、放射能濃度を
再度確認したうえで、土をかぶせる「覆土」をする。50
㌢の覆土を保つことで、放射線を99％以上カットでき、

被ばく線量は年1㍉・ を大きく下回る。再生利用までの流れ

が自然環境
中間
る放
利
濃

造
再
㌢の

被ばく線

中間貯蔵施設中間貯蔵施設

Q&AQ&A

造成した農地では空間線量率の上昇
は見られず、浸透水からも、放射性セ
シウムは検出されていない。

大型土のう袋単位で
8000　/　以下と

8000　/　超に分別する。

8000　/　以下の
除去土壌の入った大型土のう袋を
機械で破り、土壌を取り出す。

回転式のふるいなどを用いて
草木や金属等を取り除く。

必要に応じて品質調整も行う。

放射能濃度を確認したうえで、
造成工事の資材として利用する。

その後、土を覆う。

栽培実験での測定結果栽培実験での測定結果栽培実験での測定結果栽培実験での測定結果
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分別する 袋を破る 異物を取り除く 造成する

QQ

再
生
利
用
は
本
当
に
安
全
？

QQ

オンライン参加者からの質問と回答（抜粋）
※寄せられた多くの質問の中から、17問について登壇者が回答した。

このほか、復興の支援策についての質問や、
「対話を進めるべき」などのコメントもあった。

飯舘村飯舘村

QQ QQ

QQ

QQ

QQ

QQ


